




 

岡山市教科用図書選定資料  教科（国語）  種目（国語） 
 
【岡山市の子どもの課題】 
① 話合いの話題や方向を捉えて相手が伝えたい内容を正確に聞き取ったり，文章の構成や展開，表現の工

夫を捉えて内容を正確に読み取ったりする力に課題がある。 
② 複数の情報から，目的に応じて必要な情報を取り出したり関連付けたりして自分の考えをもち，その根

拠を明確にして伝えることに課題がある。 
③ 語彙に乏しいため，思考を深めたり，自分の思いや考えを適切に表現したりするところに課題がある。 

 
 特  徴   及  び   意  見 該当ページ 

２

東

書 

〇 書く活動では，目標を確認し，提示された問いを意識しながら，自ら考えて学習に取

り組めるようになっている。また，聞く活動については，例えば，「メモをとる」「自

分の考えと比べる」「評価する」など，様々な聞き方を段階的に身に付けることができ

るような言語活動が設定されている。 

 

〇 新出漢字が脚注に音訓とともに大きく示されていたり，「他教科で学ぶ漢字」で，社

会，数学，理科，技術・家庭，保健体育の重要語句が取り上げられていたりするなど，

生徒が既習した語句を意識して実生活や他教科で活用することができるよう配慮され
ている。 

 
 

〇 文章とともに印象的な図や写真が掲載されていたり，本編の後に「話すこと・聞くこ
と」「読むこと」「書くこと」の三領域における基礎的な力を育成するための「基礎編 

学びを支える言葉の力」が設けられていたりするなど，生徒の学習意欲を高めたり，理
解を助ける工夫がなされている。 

1 年 P.54～57 

2 年 P.46～49 

2 年 P.64 

3 年 P.52～55 

 

1 年 P.14～21 

1 年 P.171 

2 年 P.52,150 
3 年 P.28,152 

 
 

3 年 P.137～140 
3 年 P.189～192 

1 年 P.225～249 
2 年 P.229～253 

 

15

三

省

堂 

〇 「読み方を学ぼう」を設け，中学校で身に付けさせたい読み方（読みの方略）を系統

的に配置することで，さまざまな文章を正確に読み解き，深く読み味わう経験を段階的

に積み上げていけるよう工夫されている。 

 

〇 各教材の「学びの道しるべ」に，「思考の方法」のコーナーを設けるとともに，巻末
に一覧にして掲載することで，「順序立てる」「比較する」「抽象化する」「関連づけ

る」といった方法を理解し，それを活用して考えをもち，広げ，深めることに，継続し
て取り組んでいけるよう工夫されている。 

 
〇 教材の終わりに「語彙を豊かに」というコーナーが設けられ，教材に出てきた言葉の

関連語が掲載されており，そこに取り上げられている言葉の意味調べや，それらを使っ

ての短文作りといった活動を，辞書の引き方の学習と関連させたり，家庭学習などの自

主的な学習で活用したりできるよう工夫されている。 

1 年 P.161 

2 年 P.174 

3 年 P.178 

 

1 年 P.178 
2 年 P.128,216 

3 年 P.30,302 
 

 
1 年 P.29 

2 年 P.191 

3 年 P.55 

 

 

17

教

出 

〇 『持続可能な未来を創るために』という単元では，第１学年の「プロローグ」から第

３学年の「エピローグ」まで系統立てて掲載し，生徒にとって身近な話題から，地球の

未来について考えるといった内容まで，視点が広げられており，自らの生き方を振り返

ったり，最適解を求めたりする活動ができるよう工夫されている。 

 

〇 古典学習の導入において，昔話などの伝承に触れられていたり，巻末に，授業で扱う

古典教材の別場面が掲載されていたりするなど，生徒の古典に対する興味や関心を高め

る工夫がなされている。また，全学年にＳＤＧｓの視点で現代的な課題を取り上げた教

材が配置され，生徒が国際社会の発展について考えることができるようになっている。 

 

 
 

〇 第１学年の教材では，「比較する」「関係づける」「論理の展開を捉える」「評価す
る」といった言語活動ごとに，身に付けさせたい表現例を「学びナビ」の中で示すこと

で，段階的に論理的思考の育成を図ることができるよう工夫されている。 

1 年 P.76～85 

2 年 P.94～103 

3 年 P.220～229 

 

 

1 年 P.110～113 

1 年 P.296～297 

2 年 P.310～311 

1 年 P.172～176 

2 年 P.84～85 

3 年 P.76～78 
 

1 年 P.41，47 
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岡山市教科用図書選定資料 教科 技術・家庭 種目 技術・家庭（家庭分野） 
 
【岡山市の子どもの課題】 

① これからの生活を展望して，学習内容を実生活と関連付けたり，既存の知識や技能を用いて課題を解決
したりすること。 

② 日常生活を振り返り問題を見いだしたり，学習内容と実体験を結び付けて理解したりすること。 
 

 特  徴   及  び   意  見 該当ページ 

２
東

書 

〇 他教科との関連をマークと簡単な説明で分かりやすく示すだけでなく，ＱＲコー
ドを使って他教科の教科書の内容をインターネットで確認できるようになってい

る。また，献立で調理する場合の手順例や配膳例などが紹介されており，生活の自立
につながるよう工夫されている。 

 
〇 各内容の最後の「学習のまとめ」に「生活に生かそう」の項目があり，習得した知

識や技術を実生活で活用できるようになっている。また，巻末に「防災・減災手帳」
や「子どもの視覚体験眼鏡」が付録となっており，生徒が自主的に学習に取り組むこ

とができるようになっている。 
 

〇 「自分の生活をチェックしよう」は，学年ごとに自分の生活の課題などが確認でき
るようになっており，同じページで３年間の成長を比べられるよう工夫されている。

また，巻末の「言葉のページ」で衣食住に関する生活用語が解説されており，実生活
と学習を関連付けることができるよう配慮されている。 

 

P.75,166,291 
 

 
 

 
P.100～101 

巻末 
 

 
 

P.12～13 
P.286～287 

６ 

教
図 

〇 野菜のいろいろな切り方や調理器具の名称，おもな加熱調理の種類と方法などの
基本的な内容や「暮らしの中のマーク・ラベル」が，写真などを用いて分かりやす
く示されている。 

 
 
〇 災害時の調理例や非常食，非常時の衣服の備えや洗濯に関するコラムがあり，災
害時の対応について生徒が関心をもつことができるよう配慮されている。 

 
〇 冒頭の「自立度チェック」や親しみやすいイラストで生徒が学習内容に興味をも
つための工夫がされている。また，「比べてみよう」のコーナーで，市販加工品
（レトルト食品や冷凍食品，缶詰など）を取り上げ，手作りの料理と比較したり，
用途に応じた食品の選択を考えたりすることで日常生活での実践につなぐ工夫がさ
れている。 

 

P.114 
P.116～117 
P.120 
巻末 
 
P.149,185 
 
 
P.12～13 
P.127，135 
 

９ 
開
隆
堂 

○ 生徒同士や家族，身近な人たちと意見を交換できるようにするために「話し合っ
てみよう」「発表しよう」という演習が設けられており，資料を活用して話し合う

ことで，自らの考えを広げ，深められるよう工夫されている。 
 

○ ＳＤＧｓの視点がガイダンスに示されており，全ての内容で関連付けられている
とともに，身近なことから家庭生活について考えることができるよう工夫されてい

る。また、和服について，ゆかたの着方とたたみ方に加え，帯の結び方，洋服との
比較図を紹介するなど，日本と世界の文化について興味をもたせ，理解を深めるこ

とができるようになっている。 
 
○ 目次に実験や実習の例が詳しく示されており，興味をもちやすいよう工夫されて
いる。また，「豆知識」や「ｍｅｍｏ」のコーナーで，内容を補う説明や，日常生
活に役立つ知識が紹介されており，学習を効果的に進めることができるようになっ
ている。 

 

P.19,36 
 

 
 

P.7,64 
P.152,262 

P.166～169 
 

 
 
巻頭 
P.1,16,21 
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